
第 1回通常総会議案書

平成 25年 6月 6日

於 :大観荘せなみの湯

公益社団法人 村上法人会
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記 念 講 演 会

▽ テ ー マ

医学博士、管理栄養士

日本医療栄養センター 所長

略歴 :東京都生まれ。

1966年  女子栄養大学卒業
1974年  昭和大学医学部にて医学博との学位取得
1977年  女子栄養大学講師
1978年  日本大学松戸歯学部講師
1985年  順天堂大学医学部講師
1989年  日本医療栄養センターを設立し、地域住民・企業・団体に

健康づくりのための医学、栄養教育を行つている

1995年  栄養教育の業績により日本栄養士会・栄養改善奨励賞受賞
1998年  栄養改善学会賞受賞
2003年  北里大学保健衛生専門学院教授
上記の他、    

‐

① 練馬区保育課などの講師および、老人大学や介護福祉士養成機関の講座を担当。

② 日本臨床 。公衆栄装研究会を主字し、栄養士の実力養成の講演および研修会を実施。

③ 一般および企業の人々の特定健診に対応した栄養健診 (通信・面接指導)やバランスの
とれた食事を講義と調理集習で学べる料理教室(食生活セミナー)を開催。

④ テレビ・雑誌などマスメディアに出演。

このように、医科、歯科、栄養の各分野および小児、成人、老人など各年岱の全てを含む

オールラウンドの健康管理指導者として活躍中。

主な著書 :「現代生理学」 (内 田老鶴圃)

「幼児教育法 小児栄養」 (三晃書房)
「公衆行生学」 (内 田老鶴圃)

「肝硬変の人のための食事」 (大塚製薬株式会社)

「楽しい食事 (高齢者用)」 (新企画出版社)
「植物賃自の生理機能とメタポリックシンドローム予防」(日 本植%賃白食品協会)
「大豆イソフラボン」(日 東書院)              F
「ミネラルウォーターB00K」 (新星出版)
「ゆき過ぎた粗食は命取り (高齢者用)」 (リ ヨン社)
「キレイ&ダイエット 毒消しレシピ (汚染食から体を守る環境食)」 (庶済堂出版)
「効果のみえる栄養指導の方法と実陳」 (中央法規出版)
「管理栄養士国家試験頻出問題集 2009、 2010」 (誠文堂新光社)

「新しい栄養学と食のきほん事典」(西東社)

「血圧と脂肪に効く 毎日のお酢レシピ」(主婦の友社)
「総合的健康美学研究」(国際健康美学会)な ど多数
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